	第3回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　報告者：清水・吉田

	講義内容：食中毒の予防・蔓延について　　　　　　　　　　　　講師：杉澤・三浦･久保　

	日　　時：平成19年7月25、31日（2日間）　　　17：30～18：00

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①食中毒とは

　　　　　②食中毒の種類と分類

　　　　　③予防と対策

　　　　　④食中毒になったときの対応

　　　　　　※パワーポイント参照

　　　　　　　　　総参加者　58　名（参加率　59.2　％）
　　　　　　　　アンケート提出者　58名（回収率　100％）

・アンケート結果

1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった…46名

· 楽しかった…　　　7名

· 難しかった…      4名

· つまらなかった…   0名

· 無回答…           3名

（重複回答あり）

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 自分でも料理をする際に気をつけなければならないことを学べた。

· 食中毒の予防法。

· 食中毒は夏場だけではなく、一年中起こると知った。

・食中毒にもいろいろな種類があることがわかった。

· 手洗い・うがいの重要さ。他にも、菌が食品等についている事があるので、真水で洗う事が大切である。

· 鳥の卵は以外と汚いことを知った。

· 夏期に向けての食品の取り扱い。

· 食中毒の予防と対策。また、食中毒に感染してしまったときの対応。

· 食中毒の予防三原則

· 自宅でも調理、買い物でも注意点。

· 利用者様にとって、食中毒は命に関わる重大な問題だと感じた。

· 菌によって対応が違ってくるので、間違った対応をしないように気を付けたい。

· 加熱処理のこと。

3． 質問したいこと

· 職員が食事をすすめても、すぐに利用者様が食べてくれない時はどうするんですか？

　・日干しにすると言っていたが、何時間日干しにすると消毒できた事になるのか？

· ノロウイルスについてもっと詳しく知りたいです。



	　4.　　今後のテーマの希望

・時期になったらインフルエンザについてやって欲しい。

　5.　感想等

　・これからの季節は特に注意しなければいけないと思った。

　・食中毒の予防や、種類等を知る事が出来た。

· 職員は媒介になる危険性がある為、一番気をつけなければならないと感じた。

· 自己管理には気を付けようと改めて感じた。

· 講義でただ聞くだけではなく、資料が回ってきたので分かりやすかった。

· 食中毒はとても怖いものだと感じた。きちんと予防することが大切だと改めて感じた。

· 年間を通し、食中毒には気を付けなければいけない。職員も体調管理をしっかりとし、医療従事者としての自覚を持たなければならないと感じた。

· 講義のあとの質問タイムで、各個人が意見を言い合い、それに対し講師が説明してくれたので、より分かりやすかった。

· 職場だけでなく、自宅でも役立つので参加してよかった。

· 普段、自宅で行っていた消毒方法等に不安を感じた。今後は気を付けていきたい。

· 夏場だけでなく普段から食中毒に対し、意識を向けていきたいと思った。

6． 今回の研修の反省点と今後の対応策

・今回もパワーポイントを使用しての研修会であったが、職員はノート等を持参し、メモをとることが出来ていた。しかし、口頭での説明が早いためかもう少しゆっくり

話して欲しいという意見があった。

⇒講師に事前に頼む。講義開始のとしにも再度頼む。

· 開始時間ギリギリに来ていた人も数名いたが、ほとんどの人は余裕を持って行動出来ていた。

· 講義中は私語はなく、真剣に説明を聞きメモを取っていた。

· 講義開始20分前には冷房をかけ、講義が始まるころには適温にする事が出来た。

· 25日は、プロジェクターが正常に作動せず、パワーポイントで講義が出来なかった為、ホワイトボードで講義をしていただいた。

⇒このような事態が何度もある為、修理に出すよう事務に依頼。

· 研修の司会・進行がスムーズに行かず、講師に迷惑をかけてしまった。

⇒再度、担当者で研修当日の流れを確認し、研修をスムーズに進行できるようにする。




